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＜連絡事項＞
・業計画でもある年2回実施予定の患者評価を行います。
①ＢＰＲＳ
②問題行動評価
③生活障害評価
を受け持ち担当患者様分実施して下さい。

保存先：北病棟→重度かつ慢性期患者評価→Ｈ３０→上半期8月
評価期限:8月20日（月）

患者様の状態や能力の把握と今後の支援に役立てます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜患者様連絡事項＞
・木村　美智子様～社会福祉協議会の方が来院され、限度額認定証の預かり書に本人様署名されている。

・五日市　規様～本日スタッフ付き添いにて外出され、10万円を銀行より降ろされています。5万円の引き落としで入院費に間に合うと説明するも聞き入れなかったとのことです。リュック・ズック・衣類数枚購入されています。購入時はサイズ等の確認無しだったとの事です。

＜要注目患者様＞
・瀧澤　杏奈様～歯磨き終了後、出血したとの訴えがあり確認するも排水溝を指さす。出血の有無は分からないと話すと洗面所の砂状位の赤い粒を出血と話しています。引き続き訴えを傾聴し見守りして行きましょう。又、入浴を4日していないとのことです。入浴の有無を確認し申し送って毎日の入浴に繋げて行きましょう。声掛けにて作業療法にも参加されています。本日、父様の面会あり100円玉十枚と菓子を受け取ったと話されています。

＜安ヶ平Drケース検討・診察結果＞
・上村　みわ様～暑さの為か食事量が減少傾向にあります。水分摂取も合わせて確認し体調管理をしていきましょう。診察では背が伸びる日、歯医者の日、注射打つ日、退院の日、名久井岳の日などを話しているとの事です。水分は摂取する様話しているそうです。

・処方変更者ありません。

＜馬渡Drケース検討・診察結果＞
・佐々木　淳様～外泊された際、歯の治療をされいます。帰院後易怒性や話し掛けの多さが見られています。家族より歩行が不安定で心配だと話されていたとのことです。退院先に対して消極的な家族なので再度方向性を確認する様に指示あり。

・原　吉郎様～下痢した、吐いたと訴えるも確認出来ていません。入浴も週1回程度との事、見守り・傾聴し清潔保持できるようにして行きましょう。臨時薬、同内容で継続処方になっています。
診察では、心気的な訴えや体感幻覚様の発言は続いている。計算ができなくなった、覚えが悪いのは脳の病気だ、脳が尿に流れている等々これまでに新規抗精神病薬を含む複数の抗精神病薬を投与してきたが、治療反応性に乏しく現在も上記のような精神病症状は残存。治療抵抗性としてクロザピンの導入を検討するとの事です。

・蝦夷森　重男様～入浴が週1回程度とのことです。入浴を促しても湯を浴びるだけで上がるそうです。積極的に入浴を進めて行きましょう。退院については青山荘を進めていますが拒否的です。説得し進めていきましょう。主治医にも情報提供し促して頂きましょう。

・曽我　正子様～退院は、東光園（晴山様）がデイケアを探しているとの事で連絡待ちの状態です。

・山口　富造様～本日ズボン下をはいています。本人様は暑くないと話していますが、衣類調整し体調を崩さない様見守り、声掛けして行きましょう。診察では、退院支援は相変わらず進んでいない。息子さんに申込みを行ってもらう。また現時点でケアマネが不在のため、併せてケアマネも探していくとの事です。

・山下　拓也様～買い物でテッシュや石鹸の購入量が多めの傾向があります。確認してから購入しましょう。診察では著変なし。トラブルなく病棟内で過ごすとの事です。

・沼山　深雪様～本日2回目の疾病教育実施しております。診察では気分変動なく経過。睡眠は部屋移動をしてから良眠。実兄と義姉との面談の結果、退院前に一度外泊訓練を実施する方針が望ましいと思われることを伝える。交通費等は兄が負担してくれることも話し、お盆あたりに一度外泊訓練を実施することとした。日程は本人、息子で調整し兄にも連絡するとの事です。

・処方・指示に変更ありません。
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＜皮膚科診察＞
・佐々木　淳様～右下腿に長さ2cm、巾2mmの発赤、小水疱の並びが見られる。→虫刺症　デルモゾールDP軟膏塗布(処方)

・成田　富士子様～顔面、鼻翼、～鼻唇溝に軽度発赤落屑+→脂漏性皮膚炎　ロコイド軟膏を薄く塗布(処方)。両手漸次軽減　同前処置とする。

・山口　富造様～タベジール2錠　2×朝・夕　本日夕より7日分処方。



